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本書の英語版「Hand and wrist
 

surgery」の著者Kevin C.Chung

氏は，形成外科医であるが橈骨遠

位端骨折などの骨関節外傷の手術

も得意であり，研究論文を精力的

に執筆している．「Hand and
 

wrist surgery」には，指骨折から

先天異常・麻痺手の再建術までの

代表的83疾患・外傷の手術手技を

1,400点以上の手術写真と明快な

シェーマにより簡潔かつ的確に解

説されている．Kevin C.Chung氏

が全体の約1/3を担当し，残りの

2/3は各手術のエキスパートが選

ばれて担当し，各執筆者の原稿は

Kevin C.Chung氏により練り上

げられ，臨床に直結するというコ

ンセプトで貫かれている．私は，

本書の英語版を早速購入したが，

英語版であるため忙しい臨床の場

で活用するには至らず書庫に眠っ

ていた．

その「Hand and wrist surgery」

が，日本語版「手の外科」として

出版された．訳は本邦手外科医の

第一人者である三浪明男先生であ

る．原著の意を汲みとって読みや

すく，しかも用語集に記載された

医学用語を用いた三浪明男先生の

訳により，本書の価値は数段高

まっている．速読可能で手術適応，

画像所見，手術に際しての局所解

剖・体位・アプローチ，そして後

療法を数分で確認できる．私は術

中に，「これを準備するのを忘れ

たッ」，「あれをチェックしておけ

ば良かったッ」とほぞを噛むこと

がある．また思わぬ窮地に陥り慌

てることもしばしばである．本書

には手術のコツ，落とし穴，用意

する機器まで欄外に記載されてい

る．また対立する意見や代表的文

献の選択なども公正に紹介されて

いる．術前に，本書「手の外科」

を一読することにより，このよう

な「たら」「れば」という事態は回

避され，手術に対する万全の技術

的・論理的準備が可能となる．

整形外科研修医には手外科手術

の入門書として，手外科専門医を

めざす整形外科専門医には指導書

として，そして手外科医にとって

は身近な参考書として必読の書と

言える．また付属の手術映像

DVDは英語版であるが平易で聞

き取りやすく，国際発表や外国医

師との意見交換には最適の手外科

英語トレーニングツールである．

最後に本書に付属のOnlineサー

ビスは，本書に記載されている術

式映像の閲覧や写真・シェーマ画

像のダウンロードおよび検索・

PubMedへのリンクが可能で，学

生や研修医の教育に携わる者に

とっては魅力的な機能である．
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